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類似事業 なし

人件費計(A) 26,371 23,402 23,147

光熱水費

鳥害対策委託料

庁用器具費

45,592 51,393

事務事業番号　30336

主活動として行うごみ収集・ごみ処理業務

ごみ収集・処理業務を円滑に進めるため、保安管理による各施設の安全確保や鳥害対策による環境保全
など各施設の管理運営を行う。また、ごみ置場の適正な設置等の指導を行う。

主活動（ごみ収集・処理業務）を適正に行うために必要である。

H22年度決算

従事職員数 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

事務事業名

事業開始年度 担当部署 環境事業部減量総務課

環境事業部施設管理運営事業

根拠法令

実施方法

目　　　的
（何のために）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律・枚方市廃棄物の減量及び適正処理の促進等に関する条例・枚方
市開発事業等の手続等に関する条例

□直営

☑その他（鳥害対策等主な管理業務は委託済み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

主活動である枚方市のごみ収集・処理業務を支援するため。

対　　　象
（誰・何を対象に）

事業内容

事業の必要性

コ　　ス　　ト

H23年度決算 H24年度当初予算

概算人件費

直接経費(B)

3.25

46,419

総事業費(A+B) 68,994 74,540

財源内訳

H23年度決算 H24年度当初予算

72,790

H22年度決算

0

0

国庫支出金 0 0

府支出金 0 0

0

0

42,403

1,260

805

内　　　　　容

受益者負担
(使用料等)

0 0

その他 0 0

一般財源 68,994 74,54072,790

平成23年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

金　　　額



事業概要説明シート

単位

① 日

②

③

① 円

②

③

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続
各施設など管理運営を図るため、保安管理やごみ置場の適正指導などを継続
して行う。

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続
各施設などの管理運営を図るため、保安管理やごみ置場の適正指導などを継
続して行う。

・本事業の直接経費のうち最も比重の高い「光熱水費」（93％）については、按分が困難であるため清掃工
場での使用分も含んだ数値となっている。
・事務事業単位である「環境事業部施設管理運営事業」と「管理棟維持管理事業」では両事業ともに関係す
る経費が存在するため、比重の高い方の事業の方に計上しているケースがある。（清掃委託料・警備委託料
など）

＊ごみ置場の供用開始後にあっては、鳥獣等によるごみの散乱や、自治会の掲示板設置などに対して、住
民への指導や事務手続きを実施している。ごみ置場の修繕についても随時実施している。

環境事業部施設管理運営事業

・施設管理を適正に行い、安全確保を行う。
・開発行為等による新たなごみ置場の設置を確認し、供用開始を行う。

366 365
活動実績

活動指標もしくは成果指標 H22年度 H23年度 H24年度(見込み)

事務事業名

事業開始年度 担当部署 環境事業部減量総務課

保安管理日数 365

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

特に把握していない。

127,176 124,569 140,803
単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

事業費（直接経費）/保安管理日数

事務事業番号　30336

一次評価結果 より一層の効率的な管理運営を図れる可能性がある。

成果目標
（目標とする成果）

特記事項


